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編
・
集
・
後
・
記 

近
年
の
気
温
40
度
近
い
異
常
な
暑
さ
。
聞

き
な
れ
な
か
っ
た
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

の
言
葉
も
日
常
会
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
先
、
地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
か
本
当
に
恐
ろ
し
く
な
り
ま
す
。 

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
「
夏
バ
テ

予
防
」
に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
夏
バ
テ
の
主
な
原
因
の
ひ
と
つ
は
、

大
量
の
発
汗
や
食
欲
不
振
に
よ
る
水
分
や
栄

養
素
の
不
足
。
夏
バ
テ
予
防
に
効
果
的
な
栄

養
素
（
食
べ
物
の
例
）
と
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
（
豚
肉
や
ウ
ナ
ギ
・
玄
米
・
ご
ま
）、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
２
（
レ
バ
ー
類
・
牛
乳
・
納
豆
）、

た
ん
ぱ
く
質
（
肉
類
・
魚
介
類
・
卵
・
大
豆

製
品
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・

レ
モ
ン
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）、
ク
エ
ン
酸
（
梅

干
し
・
レ
モ
ン
・
夏
み
か
ん
・
も
ろ
み
酢
・

黒
酢
）
の
ほ
か
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
タ
ウ
リ
ン
の

摂
取
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
猛
暑
が

続
く
と
食
欲
も
落
ち
ま
す
。「
そ
ん
な
時
は
料

理
に
レ
モ
ン
や
カ
ボ
ス
な
ど
の
酸
味
を
は
じ

め
、
ハ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ス
、
し
ょ
う
が
、
ネ

ギ
な
ど
の
香
辛
料
や
香
味
野
菜
で
ひ
と
工
夫

を
加
え
る
こ
と
で
食
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
、
消
化
吸
収
の
促
進
や
疲
労
回
復
、
血
行

促
進
な
ど
に
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
」
と
、

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
家
も
試
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
広
報
紙
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
頃

に
は
暑
さ
が
和
ら
い
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
体
調
管
理
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

 

（
Ｈ
） 

上手く釣れるかな？風船ヨーヨー釣り 

やっぱり夏祭りには浴衣が似合う 

重機の乗車体験 

「丸ちぇろ」のパフォーマンス 

バザーも盛況。人でにぎわう会場 

木猫隊の演奏 

抽選会 バイオレッツの選手も参加 

子どもたちに人気の 
スーパーボールすくい 

協力：永源寺建設工業会 ㈱奥田工務店 東近江市商工会永源寺支部 



 

 

 

  

 

6 月 29 日、永源寺コミュニティセンターの地域
の歴史再発見講座で永源寺相谷町を訪ねました。 
梅雨の中休みの一日、好天に恵まれ東近江市観光

ボランティアガイドの木村与志雄さんの説明を聞き
ながら永源寺相谷町の歴史を学びました。 
戦国時代から人と物が行きかう町として栄えた相 

谷町八風街道、うだつのあがる家、幻の思い出橋、 
               戦国時代から残る 
               野面積みなど、参 
加者             加者は昭和ノスタ 
               ルジーを感じなが 
               ら、まち並みを歩 
               き当時の様子を懐 
               かしんでおられま 
               した。永源寺ダム 
               からの迫力ある風 
               景は壮大で、改め 
               て地域の良さを再 
               発見されました。 
 

こんにちは保健師です 23 
 

野菜が血圧を下げるお手伝い 
 
 永源寺地区は、高血圧 

で治療中の人が多い※ 

  

地区です。薬に加え、 

食からも血圧を下げて 

いきましょう。 
※ 

 特定健診質問票より 
 

 野菜に含まれるカリウムは、摂りす

ぎた食塩を体外へ排泄する手助けをし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 簡単にできる野菜レシピを市ホーム

ページに掲載しています。ぜひご覧く

ださい。 

 あぜ道に咲くハイカラな花や 

森の奥の池のほとりに咲くピン 

クの花。そんな野の花が好きな 

男の子は思いました。花屋さん 

の花よりずっときれいなのはな 

んでやろう。男の子の大切な気 

づきが美しい水彩画で温かく描 

かれます。作者の岡崎さんは、 

8月22日から永源寺図書館で開 

催される「上二俣趣味の会」作 

品展に参加されます。 

 ひろっぱのまんなかに落ちてい 

た、大きなかげ。スズメやポスト 

は、じぶんのかげだといいますが、 

そうではありません。このかげの 

もちぬしは･････。 

 新見南吉の物語に、永源寺地区 

在住の西條由紀夫さんが絵をそえ 

ました。独特の質感は、ボンドを 

塗った上に絵の具を重ねて作られ 

たものだそう。鮮やかな色彩が印 

象的な美しい絵本です。 

 

夏祭りのフィナーレは花火で 
みんなの夏休み２０２４ 

地域の歴史再発見講座 
永源寺相谷町をぶらりまち歩き 

 

タレント・らくさぶろうさんを招き 
人権ふれあい講座 

「喫茶よってって」高木会議所に開設 

 7月 27日、永源寺コミュニティセンターでみん
なの夏休みを開催しました。子どもも大人も楽しめ
る夏祭りにと実行委員会で工夫を凝らし、バザーや
ちびっこ広場、工事用重機の乗車体験、お楽しみ抽
選会、花火と盛りだくさんのイベントとなりまし
た。ちびっこ広場では、子どもたちに人気の射的、
スーパーボールすくいなど、各コーナーは開始直後
から大盛況。オープニングからトラックステージへ
会場を移し、ゲストの演奏とお楽しみ抽選会で盛り
上がりました。最後を飾ったのは、久々の花火です。
身近にあがる花火の迫力に会場の皆さんから歓声
や拍手が沸き起こっていました。 

 永源寺地区を拠点に林業振興を目指す地域おこし
協力隊の委嘱式が、5 月 30 日市役所で行われ、近
江八幡市安土町出身の綿貫慧（わたぬき･けい）さん
に小椋市長から委嘱状が手渡されました。 
 綿貫さんは帯広畜産大学を卒業後、北海道でゴル
フ場を森林に還す事業に参加したことをきっかけに
森林への興味が強まり、昨年、県の「ものづくりア
カデミー」で林業の基礎技術を学ばれました。今後
は和南町に移住し、県森林組合東近江事務所での研
修を通じて林業従事者としての経験を積むととも
に、あまり活用されていない広葉樹材の活用に向け
た調査研究を進められるとのことです。 
  

『だれのかげ』 
  新見南吉 作／西條由紀夫 絵／サンライズ出版 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

和南町に移住し林業振興を 
地域おこし協力隊の綿貫さんに委嘱状 

『野の花』 
  岡崎善通 作／みらいパブリッシング 

永源寺地区人権のまちづくり協議会の第１回ふれ
あい講座が、７月１２日に永源寺コミュニティセン
ターで開催され、約５０名の方が参加されました。  
今回は、らくさぶろうさんを講師に迎え、「言葉の

チカラ」と題して講演いただきました。らくさぶろ
うさんは、ローカルタレントとして活躍しながら、
松山市教育委員会の委託講師としても活動されてい
ます。 
講演では、巧みな話術で参加者を引きつけ、笑い

をとりながら、言葉の持つ本来の意味合いや重要性
について話され、参加者はうなずきながら楽しいひ
とときを過ごしておられました。 
 

これだけで 

目標量の５％ 

これだけで 

目標量の６％ 

 食塩を摂りすぎない適塩に努めるほ

か、毎食 2品以上の野菜料理を食べま

しよう。 

養蜂 

東近江市高木町 115 代表 小西隆司  携帯 090-1443-3493 

営業時間 9:00～17:00  定休日 月曜日 木曜日  

鈴鹿山系の天然里山はちみつ 販売 

ご家族のご健康に！贈り物に喜ばれています 

お困りの蜂の巣 駆除依頼 要相談にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

 

 

土地の測量結果に基づき、地籍簿・地籍図を作成します
ので、誤りがないか確認していただきます。

３年目

国の認証、法務局への送付

事業の成果について、県知事および国土交通大臣の認
証を受けます。
その後、法務局で地籍が書き換えられます。

４年目

一筆地測量

１年目

明示された境界をもとに一筆の土地ごとに土地の測量を
行います。

１・２年目

地籍調査の流れ

地籍簿・地籍図作成と成果の閲覧

地籍図根三角測量

測量する際の基準の点となる三角点を調査区域の外周
に設置を行います。

一筆地調査

一筆ごとの土地について、所有者・地番・地目および境
界の調査を行います。
土地所有者等の立会いのもと、個々の境界に境界明示
を行います。

 

木
地
師
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
７

月
15
日
、
木
地
師
や
ま
の
子
の
家

で
開
か
れ
、
約
１
３
０
人
が
参
加
を

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
立
命
館
大

学
の
木
村
裕
樹
准
教
授
が
「
ろ
く
ろ

技
術
の
拡
大
と
近
代
産
業
の
発
展
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
ま
で
は
椀
や
盆
な
ど

の
漆
器
の
木
地
が
中
心
で
し
た
が
、

明
治
時
代
に
な
る
と
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
紡
績
木
管
や
万
年
筆
な
ど

の
近
代
産
業
や
洋
風
の
生
活
様
式

と
結
び
つ
い
た
多
種
多
様
な
挽
物

が
生
み
出
さ
れ
、
木
地
師
も
手
引
き

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
安
心
安
全

部
会
で
は
、
昨
年
か
ら
始
め
た
永
源
寺

地
区
内
３
学
校
の
校
地
の
除
草
作
業

を
今
年
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

６
月
１６
日(

日)

に
市
原
小
学
校
、
６
月

３０
日(

日)

に
永
源
寺
中
学
校
で
行
い

ま
し
た
。 

昨
年
は
永
源
寺
地
区
２１
団
体
で
構

成
す
る
「
永
源
寺
み
ら
い
会
議
」
の
メ

ン
バ
ー
に
出
役
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
「
地
域
の
学
校
を
地
域
の
み
ん

な
で
綺
麗
に
し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
チ
ラ
シ
を
全

戸
配
布
し
、
昨
年
は
平
日
で
し
た
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
出
役
し
て
い
た
だ

き
や
す
い
よ
う
に
と
、
土
曜
日
、
日
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

両
校
と
も
多
数
の
方
が
参
加
く
だ

さ
り
、
す
っ
き
り
と
除
草
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
永
源
寺
中
学
校
は

梅
雨
期
で
雨
の
中
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

是
非
と
も
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

通
っ
て
い
る
学
校
を
綺
麗
に
す
る
お

手
伝
い
を
地
域
の
皆
様
に
お
願
い
し

ま
す
。
機
械
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、

道
具
は
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
ご
都
合

の
つ
く
学
校
だ
け
で
も
結
構
で
す
の

で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

９
月
２８
日(

土)

に
は
、
山
上
小
学
校

で
午
前
８
時
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

運
動
会
に
は
、
児
童
た
ち
に
綺
麗
に
な

っ
た
運
動
場
で
元
気
い
っ
ぱ
い
走
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

ろくろや鉋、木地製品、写真などを 
展示 

昨
年
か
ら
市
原
野
町
で
、
ま
た
、

今
年
か
ら
和
南
町
で
地
籍
調
査
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

大
規
模
災
害
な
ど
の
万
一
に
備

え
て
、
東
近
江
市
で
も
近
年
特
に

取
り
組
み
が
進
む
地
籍
調
査
で
す

が
、
永
源
寺
地
区
内
の
自
治
会
で

は
、
市
原
野
町
と
和
南
町
が
初
め

て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
籍
調
査
の
概
要
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

人
に
戸
籍
が
あ
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
土
地
に
は
地
籍
が
あ
り
、

地
籍
は
土
地
に
関
す
る
記
録
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
地
籍
調
査
で
は
、

一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地

番
、
地
目
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

境
界
お
よ
び
地
積
（
面
積
）
に
つ

い
て
正
確
な
測
量
を
行
い
、
地
籍

簿
と
地
籍
図
を
作
成
し
、
法
務
局

に
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。 

法
務
局
に
あ
る
公
図
の
約
半
分

は
、
明
治
時
代
の
地
租
改
正
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
地
図
を
も
と
に
し

た
も
の
で
、
土
地
の
境
界
が
不
明

確
で
あ
っ
た
り
、
測
量
も
不
正
確

で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
土
地
の
境
界
が
不
明
確
で
あ

る
と
、
境
界
紛
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
が
ち
で

す
。
地
籍
調
査
の
実
施
は
、
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

地
籍
調
査
を
し
て
い
な
い
と
、
土

地
を
売
買
す
る
場
合
に
隣
地
と
の

境
界
確
認
に
時
間
を
要
し
た
り
、

登
記
簿
と
実
測
の
面
積
が
異
な
る

な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
地
籍
調
査
を
実
施
し
て

雨
合
羽
を
着
て
の
作
業
と
な
っ
た

永
源
寺
中
学
校 

か
ら
足
踏
み
ろ
く
ろ
へ
、
動
力
も
人

力
か
ら
電
力
に
変
遷
し
て
い
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
木
地
師
が
ろ
く
ろ

技
術
を
生
か
し
、
殖
産
産
業
に
貢
献

し
た
歴
史
を
紹
介
さ
れ
、
「
日
本
の

産
業
革
命
を
下
支
え
し
た
こ
と
を

も
う
少
し
強
調
し
て
も
よ
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
階
ロ
ビ
ー
で

は
市
内
在
住
の
木
地
師
の
作
品
や
、

糸
巻
・
ペ
ッ
パ
ー
ミ
ル
・
万
年
筆
な

ど
の
近
代
産
業
製
品
や
足
踏
み
ろ

く
ろ
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者
が
興
味

深
そ
う
に
見
学
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

木
地
師
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

近
代
産
業
の
発
展
を
支
え
た 
 

ろ
く
ろ
技
術
に
も
っ
と
光
を 

お
く
と
、
境
界
確
認
や
測
量
を
行
う

必
要
が
な
く
な
り
、
時
間
と
費
用
が

節
約
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
の

売
買
や
登
記
の
手
続
き
の
円
滑
化

に
役
立
ち
ま
す
。 

ま
た
、
地
籍
調
査
で
は
、
境
界
の

位
置
を
地
球
上
の
緯
度
経
度
に
紐

づ
け
て
管
理
す
る
た
め
、
万
一
の
災

害
の
後
で
も
元
の
位
置
を
容
易
に

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
な
復

旧
事
業
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
す
。 

こ
の
調
査
は
、
右
の
表
の
と
お
り

約
４
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。
調

査
に
必
要
な
経
費
は
、
国
・
県
・
市

で
負
担
す
る
た
め
、
個
人
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
治
会
や
土
地
所
有

者
全
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な

く
て
は
進
ま
な
い
事
業
で
す
。 

市
原
小
学
校
で
の
除
草
作
業 

一筆地測量の様子 

立命館大学 
木村裕樹准教授 

立命館大学の木村准教授の講演 

大和田とうふ店 
東近江市一式町 295-1 

電話：0748-26-3060 

営業時間：10 時～17 時 

定休日：毎週日曜、第①・③月曜 

（GW、お盆、年末年始休日あり） 



 

解禁日には県内外からの釣り人でいっぱい

であったかつての愛知川 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 愛知川の魅力を知っていただこうと、6

月 26日、愛知川の自然と生き物研修会が

永源寺コミュニティセンターで行われま

した。 

 研修会は、愛知川漁業協同組合（村山邦

博組合長）が開催したもので、愛知川に関

わる機関の関係者ら 76人が参加され、4

人の方からの報告を熱心に聞き入ってい

ました。 

■
①
愛
知
川
の
自
然 

 
 

 

丸
橋
裕
一
さ
ん
は
、
琵
琶
湖
の

河
口
か
ら
鈴
鹿
の
源
流
ま
で
の
愛

知
川
の
現
状
を
、
た
く
さ
ん
の
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

話
さ
れ
ま
し
た
。「
現
在
の
愛
知
川

は
、
瀬
切
れ
や
河
床
の
悪
化
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
ビ
ワ

マ
ス
が
今
も
遡
上
し
て
い
る
現
状

も
あ
る
。
濁
水
の
長
期
化
は
、
山

の
崩
壊
が
大
き
な
原
因
。
琵
琶
湖

か
ら
鈴
鹿
の
源
流
ま
で
の
つ
な
が

り
が
あ
っ
て
こ
そ
、
豊
か
な
愛
知

川
と
い
え
る
。
川
も
山
も
本
来
の

美
し
さ
や
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

■
②
愛
知
川
の
特
性
と
生
物
の
多

様
性 

 

「
琵
琶
湖
は
１
０
０
万
年
以
上

存
続
し
て
い
る
古
代
湖
で
あ
り
、

固
有
種
を
い
く
つ
も
含
む
淡
水
生

態
系
を
持
ち
、
世
界
最
高
評
価
を

受
け
て
い
る
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
そ
の
価
値
は
、
世
界
的
な
エ

コ
ツ
ア
ー
を
実
践
す
る
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
と
同
等
。
愛
知
川
は
、
そ

の
古
代
湖
琵
琶
湖
の
宝
石
ビ
ワ
マ

ス
が
森
林
域
の
河
川
で
産
卵
す
る

奇
跡
の
川
で
あ
る
」
と
、
熱
く
語

る
水
野
敏
明
さ
ん
は
、
渋
川
ビ
ワ

マ
ス
が
遡
上
で
き
る
魚
道
づ
く
り

を
実
践
し
た
活
動
に
つ
い
て
も
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

■
③
愛
知
川
の
「
鮎
」
の
魅
力 

 

小
学
生
の
頃
か
ら
毎
日
の
よ
う

に
愛
知
川
で
鮎
釣
り
を
し
て
き
た

と
い
う
田
中
進
さ
ん
は
、
「
昔
は
、

川
の
中
を
歩
く
と
足
の
裏
に
鮎
が

入
る
ほ
ど
で
し
た
。
天
然
遡
上
の

鮎
が
非
常
に
多
く
、
20
セ
ン
チ
以

上
の
鮎
を
友
釣
り
で
釣
っ
た
り
、

シ
ャ
ク
リ
で
捕
っ
て
い
ま
し
た
。

愛
知
川
は
水
質
が
よ
く
鮎
の
成
長

に
適
っ
た
餌
が
豊
富
で
あ
っ
た
証

と
い
え
ま
す
。
愛
知
川
の
鮎
は
美

味
し
く
銀
座
の
高
級
料
理
店
で
も

人
気
で
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
京

都
の
料
理
屋
で
板
長
か
ら
『
滋
賀

愛
知
川
の
鮎
だ
と
い
い
ん
で
す
け

ど
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
と
、
経
験
を
通
じ
て
愛
知
川

の
鮎
の
魅
力
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
知
川
清
流
会
で
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
る
水
質
調
査
や
水

生
昆
虫
調
査
、
付
着
藻
類
調
査
な

ど
の
結
果
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

■
④
滋
賀
県
に
お
け
る
「
さ
か
な
」

か
ら
見
た
愛
知
川
の
存
在 

愛
知
川
で
魚
類
調
査
を
さ
れ
て

き
た
藤
岡
康
弘
さ
ん
は
、
愛
知
川

の
生
き
物
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
、
①
瀬
切
れ
し
な
い

た
め
の
一
定
流
量
の
確
保 

②
ダ

ム
に
よ
る
濁
水
の
長
期
化
を
軽
減

す
る
た
め
の
放
水
の
工
夫
と
対
策 

③
河
口
部
の
流
れ
の
確
保
と
砂
礫

の
保
全 

④
ダ
ム
下
流
部
へ
の
砂

礫
の
補
給
と
流
下 

⑤
川
床
の
耕

う
ん
な
ど
に
よ
る
ア
ユ
の
産
卵
場

の
確
保
と
改
善 

の
５
点
を
提
言

と
し
て
述
べ
ら
れ
、
研
修
会
を
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

上右：東近江市環境部管理監 丸橋裕

一さん 上左：滋賀県琵琶湖環境科学

研究センター 水野敏明さん 下右 

愛知川清流会初代代表 田中進さん 

下左：元滋賀県水産試験場長 藤岡康

弘さん（発表順） 

左下：元滋賀県水産試験場場長 藤岡

康弘さん 

     

解禁日には県内外からの釣り人でいっぱい

であったかつての愛知川 

完成イメージ図 

 

永
源
寺
中
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
が
、
い
よ
い

よ
始
ま
り
８
月
21
日
に
、
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
大
規
模
改
修
工
事
は
、
昭
和
51
年
に
建

築
さ
れ
た
現
在
の
校
舎
が
、
お
お
む
ね
築
50
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
校
舎
を
建
築
す
る
も

の
で
す
。 

 

新
校
舎
は
、
現
在
の
校
舎
と
特
別
教
室
棟
の
間

の
中
庭
に
建
築
さ
れ
、
新
校
舎
完
成
後
に
、
現
在

の
校
舎
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
工
事
の
完
了
は
、
令
和
８
年
３
月
の
予 

定
で
す
。 

 

新
校
舎
は
、
仕
上
げ
に 

木
材
を
多
く
使
用
し
て
温 

か
み
の
あ
る
よ
う
に
設
計 

さ
れ
て
お
り
、
各
教
室
の 

距
離
を
近
く
し
、
使
い
勝 

手
が
よ
い
学
習
環
境
に
配 

慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
学 

校
作
り
を
目
指
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

 
 

 
 

 

令
和
８
年
３
月
、
解
体
も
含
め
す
べ
て
完
了
予
定 

新
校
舎
完
成
後
、
解
体
さ
れ

る
校
舎 

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者 

配置の概略図 


